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アンケートへのご協力のお礼  
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この秋、平戸中・南部地区のすべてのご家庭に対し、同窓会とＰＴＡのお力で「平戸高校に関
するアンケート」を実施していただきました。趣旨をご理解いただき、配付及び回収の労をお取
りくださった各地区の区長様や班長様、また、お忙しい中、アンケートにお答えくださった方々
に、心より感謝申し上げます。 

全体の１／４のご家庭にご回答いただきました。集計結果については改めてお知らせいたしま
すが、地域の皆様の生の声を聴かせていただき、一つひとつの言葉の重さに身の引き締まる思い
です。 

例えば、「地域の方へのあいさつ」を取り上げてみますと、回答された方の約８割は「良い」

「ある程度良い」と評価してくださっています。「笑顔で気持ちの良いあいさつをしてくれま
す」等のコメントも添えてあり、とても嬉しい気持ちになりました。反面、「朝夕あいさつをし
ても知らん顔して通って行きます」というコメントには、せっかく声をかけてくださっているの
にと思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいです。ただ、地域の方がそのように見守ってくださっ
ていることを大変心強く思っています。 

平戸高校への期待で一番大きかったのは、「社会性を身につけさせること」と「地域に残って
活躍できる人材を育てること」でした。それは、平戸高校が「地域に根ざし 道を拓く」という
スローガンのもと、これまで取り組んできた方向性そのものです。ただ、その取組が十分でない
ことも、また、その取組が地域の方に十分に伝わっていないことも改めて分かりました。「愛
情」の反対語は「無関心」であると言われます。耳に痛い言葉もいただきましたが、それも平戸

高校への応援と受け取って、今回いただいた声を真摯に受け止め、これからの教育活動に取り組
んでいきたいと思っています。 

これからも、平戸高校へのご支援をよろしくお願いします。 

平 戸 よ か と 講 座 

 １２月２日（金）と９日（金）、「産業

社会と人間」の授業の一環で「平戸よかと

講座」が行われました。地元で活躍されて

いる方５名を講師としてお招きし、１年生

に向けて平戸への思いや、仕事に対する考

え方などを話していただきました。それぞ

れの講師の先生のお話を聞き、生徒は職業

選択に対する意識が変わったようです。ま

た、平戸の魅力を再発見することもできま

した。 

栗林 慧さん 

熊屋誠一郎さん 

中野より子さん 

力武 秀樹さん 

フロライク・レムコーさん 

講師の先生方、ありがとうございました 



 

 ２年生は１２月６日（火）～９日（金）、東京方面に修学

旅行に行きました。 

 １日目は浅草散策と観劇（リトルマーメイド）、２日目は

上野地区研修と班別自主研修、３日目は系列別研修とディズ

ニーランド、４日目はスカイツリー見学でした。天候にも恵

まれ、楽しく有意義な４日間を過ごし、とても良い思い出も

できたようです。 

１ 月 の 主 な 行 事 

やべみつのりさん講演会 

１０日 （火） ３学期始業式  容儀指導 

１１日 （水） 公務員模試（２年） 

１３日 （金） 拓こう⑫ 

漢字検定 

１６日 （月） １年校外学習（善果園） 

１９日 （木） 推薦入試入学願書受付（～２５日（水）） 

３年考査時間割発表 

２０日 （金） ジョブガイダンス③（１年） 

２１日 （土） 進研総合記述（２年）（～２２日） 

進研記述（１年） 

２２日 （日） 全商簿記検定 

２６日 （木） ３年学年末考査（～３１日（火）） 

２９日 （日） 全商情報処理検定 

 １２月１日（木）放課後、本校図書館にて絵本

作家である やべみつのりさんの講演会が行われま

した。やべさんは絵本作家でもありながら、紙芝

居も多く手がけています。講演の中で、紙芝居も

披露してくださいました。 

 また、生徒による紙芝居の実演もあり、会場は

大いに盛り上がりました。 

２ 年 修 学 旅 行 

Ｐ Ｔ Ａ 研 修 旅 行 

 １２月３日（土）、ＰＴＡ研修旅行が行わ

れました。今年の研修先は三川内焼美術館、

梅ヶ枝酒造、無窮洞、音浴博物館でした。ま

た、昼食はホテルオークラＪＲハウステンボ

スでのバイキングでした。総勢２１名での研

修はとても盛り上がり、充実した１日となり

ました。 


